
　ぐっと暖かさが増し、いよいよ春本番ですね。進学や人事異
動などで新たな環境に身を置く方も多いでしょう。とくに社会

人1年目の皆さんは、今までにない緊張感のなかで4月を迎え、慌しい毎日を
送っているのではないでしょうか。自分も働きはじめた当初は、とにかくがむ
しゃらに頑張っていたような覚えがあります。いつまでも、新人だった頃の“必
死さ”や“ひたむきさ”を忘れないようにしたいと思う、今日この頃です。　（谷）

再生紙を使用しています

ひごまるコール ☎

ホームページ

FAX 096-370-2002 電子メールアドレス 1500＠higomaru-call.jp
096-334-1500

さあ みんな 知ってる ひ   ご    ま    る

午前8時～午後9時（年中無休）

検　索ひごまるコール

休日在宅当番医、イベント情報、区の窓口
業務など、いつでもお尋ねください

配布に関するお問い合わせ
市政だより配布センター

0120-887-778
富合町・城南町にお住まいの方は
南区役所、城南総合出張所へ。

　天下人と言われる豊臣秀吉や徳川家康が、死後神格化されて

人々の信仰の対象となったことはよく知られています。前者は豊

国大明神として、後者は東照大権現として江戸時代から現在まで

人々の信仰を集めています。江戸時代には、藩祖や功績のあった

藩主を死後顕彰して、家臣たちに崇拝させることは一般的におこ

なわれていました。しかし、天下人でもない、一地域の大名に過ぎ

ない清正を神格化して信仰する、いわゆる「清正公信仰」が日本中

に広がったことは、非常に稀な歴史的事象だと言えます。

　清正公信仰は、いつごろどのようにして始まり、いかにして広

がっていったのでしょうか。まず、清正死後50年ほど経った頃に

代表的伝記である「清正記」と「続撰清正記」が成立しています。史

実とかけ離れた部分も少なくありませんが、この2つの伝記で描

かれている清正像が、今なお私たちが抱く清正イメージの原型と

なっています。死後50年という時間の経過を考えると、生前の清

正を知る人が次第に減りつつあった時期で、清正の事績や記憶と

いうものが忘れ去られてしまう危惧が関係者にはあったのでは

ないでしょうか。そのため、死後しばらくして近親者や家臣たち

の中で、清正を供養するとともに、藩祖・清正の業績を顕彰する動

きが始まります。それが次第に神格化へと発展し、これが清正公

信仰の萌芽になったと思われます。加藤家の跡を引き継いだ細川

家も清正の功績を称え、菩提寺である本妙寺を庇護しています。

通常、新たな領主は前政権や前代の為政者を否定することから政

治をスタートさせますが、細川家の場合はその逆です。加藤家に

対しては、江戸時代を通じて敬意を払い続け、寛大な姿勢を見せ

ています。このことも、熊本に清正公信仰が根付いた大きな下地

になったと思われます。

　清正公信仰が隆盛を見せ始めるのは、江戸時代後半からです。

享保元年（1716）に清正のひ孫にあたる徳川吉宗が第8代将軍と

なり、同16年には、前述した「清正記」を閲覧しています。このこ

とが改易された加藤家の名誉回復につながり、その後、世間では

清正を扱った芝居が続々と登場して、その波乱に満ちた人生に江

戸や大坂の庶民たちが酔いしれます。一方、清正公信仰の一大拠

点となった熊本の本妙寺では、宝暦10年（1760）におこなわれた

清正150回忌法要を境に盛り上がりを見せ始め、文化7年（1810）

の200回忌法要では、本妙寺周辺だけでなく、熊本城下一帯は

全国からの参詣人やひと儲けしようとする商売人で溢れ返り、空

前絶後の賑わいを見せます。ここにきて清正公信仰の熱狂は最高

潮に達します。人々は、商売繁盛や病除け、果ては芸事の上達まで

様々な願いを神様・清正に託しました。幕末には、時代を反映する

かのように、武運長久や攘夷成就などの祈願も加わり、力強い武

者姿の清正を題材とした浮世絵も多く製作されました。

　明治時代になると富国強兵のスローガンのもと政府が推し進

める大陸進出のシンボルとして、朝鮮出兵で活躍した清正が再び

クローズアップされます。軍国主義が色濃くなる明治時代後半か

ら昭和にかけては軍神として兵士や民衆の信仰を集めます。この

時代の小学校の国定教科書や唱歌にも「忠君愛国」の理想的な人

物像として清正が取り上げられ、戦争へと突き進む国家の教育政

策に利用されることになります。

　清正公信仰は当時の社会状況と密接に関連しており、社会の変

化やニーズに応じて、その信仰形態や清正像も大きく変容してい

ます。特に江戸時代と明治時代以降では、その性格が大きく異な

ります。清正公信仰の変遷を辿れば、その時々の社会の変化が写

し鏡のように見えてきます。言い換えれば清正公信仰の歴史は、

日本社会の歴史そのものとも言えます。現在の清正像は、ある日

突然出来上がったものではなく、変容しながらも長い歴史の中で

人々によって形成されてきたものであり、これからも変化し続け

ていくことでしょう。
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午前8時～午後8時（土曜・日曜日、祝日は除く）

このコーナーは、大浪 和弥さん（元熊本博物館学芸員）が執筆しています。
おお  なみ   かず  や

　慶長16年（1611）の清正死去後、息子・忠広が清正の跡を継いで肥後を治めますが、寛永9年（1632）に改易され、

代わって豊前小倉より細川忠利が入国します。

　これにより加藤家は歴史の表舞台から姿を消すことになりますが、それは清正第2の人生の始まりでもありました。

熊本市コールセンター
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　中心市街地と市電沿線商店街を舞台に様々なイベントを開催します。当日は
終日市電が無料運行となるほか、商店街を巡る楽しいスタンプラリーや各商店
街でお得な城下町セールもあります。

日時／
午前11時～午後11時
4月27日（土）

場所／中心市街地各所
　　　市電沿線商店街

※各会場によって開催時間は異なります。

・街なか飲食店などによるグルメブース　
・ステージイベント（オープニング）
・スタンプラリーゴール　など

・上通アートプロジェクト（アートバッジの配布や制作
 ワークショップ など）

商店街イベント商店街イベント

・キッズコーナー、フアフア（交通センターセンターコート）
・ステージイベント、飲食コーナー（県民百貨店前）　など （商工振興課　☎096-328-2424）

イベント開催に伴い、下記の区間・時間
で交通規制が行われます。ご協力をお
願いします。
①県民百貨店・旧産業文化会館前
　午前2時～午後10時
②銀座通り（電車通り～駕町通り）
　午前10時半～午前0時

交通規制のお知らせ上通びぷれす広場会場
（サブ会場）
上通びぷれす広場会場
（サブ会場）

銀座通り会場
（メイン会場）
銀座通り会場
（メイン会場）

桜町会場（サブ会場）桜町会場（サブ会場）

　中心商店街や市電沿線商店街でも楽しいイベントが目白押
しです。
・まちなかトラック市や駕町通りプレミアム付商品券販売会
・地産地消ワゴンセール、古物文化市場、ガラポン抽選会　など
 ※イベント内容は変更になる場合があります。

　2年間全24回にわたる連載も今回で終了します。
　タイトルにもあるように、本連載では伝説的英雄・清正ではなく、可
能な限り当時の史料に基づいて清正の実像を描こうと心がけました。
清正さんから「まだまだ実像には迫っとらん」とお叱りの声が聞こえて
きそうですが、これまでとは少し違った人間・清正を提示できたのでは
ないかと思います。本連載が、より魅力的で新たな清正像を、これから
市民の皆さんで作り上げていく1つのきっかけになれば幸いです。
　2年間お読みいただき、ありがとうございました。
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特集　各区のまちづくりビジョン

狂犬病予防注射をしましょう

くらしの情報

熊本市がん検診（保存版）

区のページ（中央・東・西・南・北）

連載「加藤清正の実像」

区まちづくりビジョンを策定しました
　本市は、平成24年4月の指定都市移行に伴い5つ
の行政区が誕生し、それぞれの区の特性を生かした
まちづくりを推進していくため、区のめざす姿やまち
づくりの方向性を示す「区まちづくりビジョン」を
策定しました。

区民の皆さんと協働で取り組むまちづくりを目指して


